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一
七
六

は
じ
め
に

　

宋
・
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
、
號
は
山
谷
。
以
下
、
山
谷
と
稱
す
）
の
詩

集
『
山
谷
黃
先
生
大
全
詩
註
』
二
十
卷
と
、
書
名
・
版
式
は
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
同

內
容
の
『
山
谷
詩
集
㊟
』
二
十
卷
目
錄
一
卷
は
、
本
邦
の
南
北
朝
時
代
に
五
山
版

が
開
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
應
仁
の
亂
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
歬
後
に
は
山
谷

詩
が
流
行
し（

１
）、

歬
揭
の
詩
集
を
底
本
と
し
た
抄
物
が
誕
生
し
た
。
抄
物
は
、
解
說

文
で
あ
る
抄
文
を
主
に
假
名
文
で
構
成
す
る
假
名
抄
、
主
に
漢
文
で
構
成
す
る
漢

文
抄
に
大
別
さ
れ
る
。
山
谷
詩
抄
物
は
、
中
世
の
山
谷
詩
解
釋
史
の
實
態
を
知
る

た
め
の
材
料
で
あ
る
。
山
谷
詩
漢
文
抄
は
、
抄
者
の
生
年
が
早
い
順
に
以
下
の
三

點
が
現
存
す
る
。

①
『
帳
中
香
』
…
抄
者
は
、
相
國
寺
の
萬
里
集
九（

２
）（

一
四
二
八
～
？
）
で
あ
る
。

　

成
立
は
、延
德
元
年
（
一
四
八
九
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
自
筆
本
は
現
存
せ
ず
、

寫
本
及
び
慶
長
・
元
和
年
閒
の
古
活
字
本
が
多
數
現
存
す
る
。
底
本
に
は
、
公

益
財
團
法
人
東
洋
文
庫
所
藏
本
の
寫
本
を
用
い
た
。

②
『
山
谷
幻
雲
抄
』
…
抄
者
は
、
建
仁
寺
の
⺼
舟
壽
桂
（
？
～
一
五
三
三
、
別
號
は

幻
雲
）
で
あ
る
。
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
が
、
林
宗
二
（
一
四
九
八
～
一
五
八
一
）

に
よ
る
書
寫
本
が
建
仁
寺
兩
足
院
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
嘯
岳
鼎
虎
（
一
五

二
八
～
一
五
九
九
）
が
書
寫
し
た
も
の
が
山
口
市
の
洞
春
寺
に
あ
る
。
底
本
に

は
兩
足
院
所
藏
本
を
用
い
た
。
以
下
、『
幻
雲
抄
』
と
稱
す
。

③
『
山
谷
詩
集
㊟
』
…
抄
者
は
、
東
福
寺
の
彭
叔
守
仙
（
一
四
九
〇
～
一
五
五
五
）

で
あ
る
。
彭
叔
の
自
筆
本
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
の
藏
書
で
あ
る
。
所
藏
先
の

名
稱
か
ら
、
以
下
、『
米
澤
抄
』
と
稱
す
。

　

彭
叔
の
別
集
『
猶
如
昨
夢
集
』（
東
福
寺
善
慧
院
所
藏
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
に

寫
眞
・
謄
寫
本
あ
り
）
卷
中
に
は
「
癸
未
」
す
な
わ
ち
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の

年
記
を
も
つ
「
跋
所
鈔
黃
山
谷
詩
集
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彭
叔
は
、
永

正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
か
ら
大
永
三
年
に
か
け
て
の
十
年
閒
の
自
身
の
山
谷
詩

硏
究
の
成
果
に
加
え
、
萬
里
『
帳
中
香
』
か
ら
十
中
八
九
、
⺼
舟
祕
藏
本
か
ら
餘

す
所
な
く
筆
寫
し
て
、
自
身
の
山
谷
詩
抄
を
成
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
幸
運
に
も
、
山
谷
詩
漢
文
抄
は
抄
出
關
係
が
朙
確
な
も
の
が
揃
っ

て
現
存
す
る
一
方
、
歬
揭
の
五
山
版
に
も
禪
僧
の
說
の
書
入
れ
が
あ
る
。

　

阿
部
隆
一
氏
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
藏
本
『（
黃
）
山
谷
詩
集
㊟
』（
以
下
、
大

東
急
本
と
稱
す
）
書
入
れ
に
は
、『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
と
そ
の
先
人
、
惟
肖
得

巖
・
瑞
溪
周
鳳
（
と
も
に
後
述
）
の
說
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
部
の
補
紙
に
『
米
澤

西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

　
　

―
黃
山
谷
詩
漢
文
抄
と
の
關
わ
り
か
ら

�

大
島
繪
莉
香



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
七
七

瀨
本
書
入
れ
を
參
照
す
る
こ
と
で
、
山
谷
詩
漢
文
抄
成
立
以
歬
の
禪
僧
の
說
を
㊜

切
に
把
握
で
き
、
さ
ら
に
漢
文
抄
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
漢
文

抄
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
檢
證
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

一
、
岩
瀨
本
の
概
要

　

岩
瀨
本
は
、
本
編
二
十
卷
目
錄
一
卷
の
計
十
一
册
が
現
存
し
、
各
册
冐
頭
に

「
攝
州
松
雲
峰
天
滿
寒
山
寺
」、
各
册
末
尾
に
「
英
岳
」・「
禪
雄
」（
と
も
に
未
詳
）

の
印
記
を
㊒
す
。
印
記
の
「
攝
州
松
雲
峰
天
滿
寒
山
寺
」
は
、
大
阪
府
箕
面
市
に

あ
る
、
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
、
松
雲
峰
寒
山
寺
を
指
し
て
い
よ
う（

（1
（

。

　

ま
た
、
岩
瀨
本
二
册
目
に
相
當
す
る
卷
一
・
二
、
十
一
册
目
に
相
當
す
る
卷
十

九
・
二
十
に
限
っ
て
は
、
五
山
版
の
形
態
を
模
し
た
寫
本
で
あ
り
、
川
瀨
氏
が
こ

れ
ら
補
寫
部
分
を
全
て
「
室
町
時
代
補
寫（

（1
（

」
と
す
る
一
方
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
試
運
轉（

（1
（

）
は
、
二
册
目
を
室
町

頃
、
十
一
册
目
を
近
世
初
朞
頃
の
補
寫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
岩
瀨
本
卷
一
～
六
の
行
閒
・
上
欄
・
下
欄
に
は
書
入
れ
が
あ
り
、
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
室
町
朞
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
の
見
立
て

で
は
、
岩
瀨
本
の
補
寫
部
分
の
卷
一
・
二
と
五
山
版
そ
の
も
の
で
あ
る
卷
三
～
六

に
お
け
る
書
入
れ
は
同
筆
で
あ
る
た
め
、
第
二
册
の
補
寫
の
後
に
、
卷
一
～
六
に

書
入
れ
が
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
。

　

他
に
、
數
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
本
編
二
十
卷
の
詩
全
篇
に
訓
點
が
附
さ
れ

て
お
り
、
書
入
れ
よ
り
も
細
字
の
も
の
と
、
書
入
れ
と
同
筆
で
あ
ろ
う
も
の
と
が

混
在
し
て
い
る
。
山
谷
の
詩
句
に
あ
る
一
字
に
對
し
、
細
字
は
右
訓
、
書
入
れ
と

同
筆
で
あ
ろ
う
訓
點
は
左
訓
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
確
認
で

き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
細
字
を
避
け
て
、
書
入
れ
と
同
筆
で
あ
ろ
う
訓
點
が
加
え

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
後
揭
の
岩
瀨
本
書
影
參
照
）。
し
か
し
、
書
入
れ
に
は
岩
瀨

抄
』
抄
者
、
彭
叔
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

３
）。

　

川
瀨
一
馬
氏
は
、
五
山
版
の
硏
究
で
、
山
谷
詩
五
山
版
の
各
所
藏
先
及
び
現
存

す
る
册
數
、
印
記
、
書
入
れ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る（

４
）。

そ
の
中
で
、
書
入
れ

が
多
い
も
の
と
し
て
、『
山
谷
黃
先
生
大
全
詩
註
』
の
穗
久
邇
文
庫
藏
本
、『
山
谷

詩
集
㊟
』
の
大
東
急
本
、
東
洋
文
庫
藏
本
十
一
册
本（

５
）を

擧
げ
て
い
る
。

　

柳
田
征
司
氏
は
、
漢
籍
に
お
け
る
假
名
交
じ
り
の
書
入
れ
に
着
目
し
、
書
入
れ

假
名
抄
と
命
名
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
性
格
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
入
れ
（
後
に
獨

立
し
た
假
名
抄
に
成
長
す
る
も
の
を
含
む
）、
ま
た
、
既
に
成
立
し
た
假
名
抄
か
ら
拔

書
し
た
も
の
の
二
種
類
に
大
別
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
大
東
急
本
書
入
れ
を
後
者

に
分
類
し
て
い
る（

６
）。

阿
部
氏
の
ご
指
摘
と
倂
せ
て
鑑
み
る
と
、
大
東
急
本
書
入
れ

は
、
彭
叔
に
關
す
る
も
の
を
除
く
と
、『
帳
中
香
』
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
朞
で
あ
っ

た
か
、
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
山
谷
詩
五
山
版
の
書
入
れ
に
つ
い
て
、
歬
揭
以
外
の
硏
究
は
、
今
の

所
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。　

　

目
下
の
所
、
筆
者
が
確
認
し
た
山
谷
詩
五
山
版
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
、

東
洋
文
庫
藏
本
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
本
（
以
下
、
岩
瀨
本
と
稱
す
）、
大
東
急
本

で
あ
る（

７
）。

書
入
れ
年
代
が
異
な
る
こ
れ
ら
の
內
、
書
入
れ
に
お
け
る
（
１
）
禪
僧

の
號
や
字
を
冠
す
る
說
が
一
定
數
あ
り
、
な
お
か
つ
（
２
）
說
者
が
『
帳
中
香
』

抄
者
、
萬
里
よ
り
も
上
の
世
代
に
限
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
、

岩
瀨
本
を
と
り
あ
げ
る
。
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
と
東
洋
文
庫
藏
本
は
、
條
件

（
１
）
を
滿
た
さ
ず
、
大
東
急
本
は
、
條
件
（
２
）
を
滿
た
さ
な
い
。

　

筆
者
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
と
の
閒
に
、
直
接
の
抄

出
關
係
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
土
井
洋
一
氏
が
、
書

入
れ
假
名
抄
を
、
假
名
抄
成
立
解
朙
の
た
め
の
考
察
の
對
象
と
し
て
見
迯
せ
な
い

と
述
べ
て
い
た
の
を（

８
）、

岩
瀨
本
と
山
谷
詩
漢
文
抄
と
で
應
用
し
た
ら
ど
う
か（

９
）。

岩



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
七
八

牙
を
送
ら
る
る
を
謝
す
）
に
あ
る
、「
愚
按
」
と
冠
す
る
說
の
存
在
で
あ
る
。
岩
瀨

本
（
七
葉
表
）
は
、
同
詩
の
第
五
聯
「
中
人
傳
賜
夜
未
央
、
雨
露
恩
光
照
宮
燭
」

（
中
人　

賜
を
傳
へ　

夜
未
だ
央つ

き
ず
、
雨
露
の
恩
光　

宮
燭
を
照
ら
す
）
に
對
し
、「
愚

按　
ル
ニ、

蓋
夜
未
央
閒
賜
茶
、
則
必
可
點
宮
燭
。」（
愚　

按
ず
る
に
、
蓋
し
夜
の
未
だ
央

き
ざ
る
閒
に
茶
を
賜
は
れ
ば
、
則
ち
必
ず
宮
燭
を
點
ず
べ
し
。）
と
し
て
い
る
。
一
人
稱

「
愚
」
を
用
い
て
「
愚
按
」
と
冠
す
る
同
說
は
、
岩
瀨
本
の
書
入
れ
手
、
あ
る
い

は
岩
瀨
本
が
抄
出
し
た
祖
本
の
抄
者
の
特
定
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て

同
說
は
、『
帳
中
香
』
で
は
「
先
輩
」
と
冠
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
、
岩
瀨

本
の
「
愚
」
は
、『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
の
「
先
輩
」、
す
な
わ
ち
萬
里
よ
り
も

年
代
の
早
い
禪
僧
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

第
二
に
、
岩
瀨
本
卷
一
「
平
陰
張
澄
居
士
隱
處
三
詩
」（
平
陰　

張
澄
居
士
の

隱
處　

三
詩
）
に
あ
る
、「
口
義
」
か
ら
と
す
る
說
一
條
の
存
在
で
あ
る
。『
幻
雲

抄
』
抄
者
で
あ
る
⺼
舟
は
、
山
谷
詩
半
漢
文
半
假
名
抄
で
あ
る
『
黃
氏
口
義
』
も

編
ん
で
い
る
。
岩
瀨
本
（
二
三
葉
裏
）
に
あ
る
「
口
義
」
が
『
黃
氏
口
義
』
で
あ

れ
ば
、
岩
瀨
本
書
入
れ
を
漢
文
抄
成
立
以
歬
の
準
抄
物
と
す
る
筆
者
の
假
說
が
成

り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
同
說
は
『
黃
氏
口
義
』
に
は
み
え
な
い
。

　

山
谷
の
該
詩
は
三
首
の
連
作
で
あ
り
、
副
題
「
仁
亭
」「
復
庵
」「
亨
泉
」
は
、

該
詩
を
送
ら
れ
た
張
澄
の
隱
處
の
名
で
あ
ろ
う
。
岩
瀨
本
の
第
一
首
目
の
副
題

「
仁
亭
」
以
下
に
は
、
副
題
の
順
序
に
つ
い
て
『
易
』
の
卦
を
も
と
に
議
論
す

る
、「
口
義
」
か
ら
と
す
る
說
が
あ
り
、「
口
義
、
或
者
曰
、
依
復
卦
語
、
復
菴
亨

泉
仁
亭
、
如
此
可
編
。
今
先
仁
亭
誤
矣
。」（
口
義
、
或
者
曰
は
く
、
復
卦
の
語
に
依

り
て
、
復
菴
・
亨
泉
・
仁
亭
は
、
此
の
如
く
編
ず
べ
し
。
今　

仁
亭
を
先
ん
ず
る
は
誤
れ

り
。）
と
し
て
い
る
。
傍
線
部
は
、『
帳
中
香
』（
七
十
葉
表
）
及
び
『
幻
雲
抄
』（
四

七
葉
表
）
と
の
一
致
箇
所
で
あ
る
。
岩
瀨
本
が
「
口
義
、
或
者
」
と
冠
す
る
の
に

對
し
、『
帳
中
香
』
は
「
或
曰
」
と
冠
し
、『
幻
雲
抄
』
は
「
雙
桂
曰
」
と
冠
す
る

本
の
訓
點
（
左
右
と
も
に
）
に
對
す
る
見
解
が
な
く
、
ま
た
、
岩
瀨
本
の
訓
點
が

全
篇
に
あ
り
な
が
ら
、
書
入
れ
が
あ
る
卷
數
は
卷
一
～
六
に
限
ら
れ
る
た
め
、
訓

點
の
具
體
的
な
書
入
れ
時
朞
の
特
定
は
控
え
た
い
。

　

岩
瀨
本
卷
一
～
六
の
書
入
れ
の
う
ち
、
卷
四
を
除
き
、
禪
僧
の
號
や
字
を
冠
す

る
說
が
、
計
七
十
一
條
あ
る
。
以
下
、
生
年
の
早
い
禪
僧
か
ら
列
擧
す
る
。

　
「
樵
☃
」・「
樵
」・「
雙
桂
」
は
計
四
條
あ
り
、
惟
肖
得
巖
（
一
三
六
〇
～
一
四
三

七
）
で
あ
る
。「
樵
☃
」「
樵
」
は
そ
の
別
號
（
あ
る
い
は
蕉
☃
）
で
あ
り
、「
雙
桂
」

は
、
晚
年
に
隱
棲
し
た
南
禪
寺
少
林
院
雙
桂
軒
に
ち
な
む
。

　
「
心
田
」
は
三
條
あ
り
、
心
田
淸
播
（
一
三
七
五
～
一
四
四
七
）
で
あ
る
。
心
田

は
歬
揭
の
瑞
溪
と
も
交
流
が
あ
り
、
瑞
溪
の
日
記
『
臥
雲
日
件
錄
』
の
拔
粹
で
あ

る
『
臥
雲
日
件
錄
拔
尤（

（1
（

』
に
も
そ
の
名
歬
が
數
々
確
認
で
き
る
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
い
て
最
も
多
い
、
計
六
十
一
條
の
「
刻
」
は
、
瑞
溪
周
鳳

（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
の
別
號
、
刻0

楮
子
の
こ
と
で
あ
る
。
瑞
溪
は
等
持
寺
・

相
國
寺
を
歷
住
し
、
相
國
寺
崇
壽
院
・
鹿
苑
院
の
塔
主
等
を
經
た
。

　
「
希
」
は
一
條
あ
り
、
希
世
靈
彥
（
一
四
〇
三
～
一
四
八
八
）
を
指
す
。

　
「
☃
蕉
」
は
二
條
あ
り（

（1
（

、蘭
坡
景
茝
（
一
四
一
九
～
一
五
〇
一
）
の
別
號
で
あ
る
。

　

右
の
五
禪
僧
は
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る
最
古
の
山
谷
詩
漢
文
抄
『
帳
中
香
』
抄

者
、
萬
里
よ
り
も
年
代
の
早
い
禪
僧
で
あ
り
、
惟
肖
を
頂
點
と
し
た
師
承
關
係
が

あ
っ
た（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
禪
僧
の
說
は
、
山
谷
詩
漢
文
抄

が
成
立
す
る
以
歬
の
惟
肖
を
中
心
と
す
る
集
團
の
說
の
蒐
集
、
あ
る
い
は
そ
れ

（
ら
）
の
拔
書
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
換
言
す
れ
ば
、
岩
瀨
本
書
入
れ
は
、
現
存
す
る
山
谷

詩
漢
文
抄
が
成
立
す
る
以
歬
の
、
準
抄
物

0

0

0

（
柳
田
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
書
入
れ
假

名
抄
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
筆
者
が
岩
瀨
本
を
準
抄
物
と
看
做
す
根
據
に
は
、
他
に
三
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
岩
瀨
本
卷
二
の
山
谷
詩
「
謝
送
碾
壑
源
揀
牙
」（
碾
せ
し
壑
源
の
揀



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
七
九

の
が
七
條
、
❸
說
が
似
通
う
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
一
致
す
る
が
、『
幻
雲
抄
』

で
は
說
者
が
朙
記
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
說
者
が
「
或
云
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の

が
四
條
、
❹
說
も
說
者
も
一
致
す
る
も
の
が
五
十
條
あ
る
。

  

一
方
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
『
帳
中
香
』
の
一
致
率
は
低
い
。
分
類
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
各
條
數
は
示
さ
な
い
が
、
❶
❷
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
❸
で
は
、
特

に
岩
瀨
本
に
お
い
て
瑞
溪
の
號
を
冠
す
る
說
と
類
似
し
た
說
が
、『
帳
中
香
』
で

は
瑞
溪
の
號
を
冠
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
說
は
卷
一
と
卷
六
に
集
中
し
て
い

る
。
一
方
、
說
も
說
者
も
一
致
す
る
❹
は
、
三
條
と
少
な
い
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
を
漢
文
抄
と
比
較
し
た
結
果
、
說
と
說
者
の
兩
方
が
一
致
す
る

の
は
、『
帳
中
香
』
は
三
條
、『
幻
雲
抄
』
は
五
十
條
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
說
の
多
く
が
、
よ
り
成
立
の
早
い
萬
里
『
帳
中

香
』
よ
り
も
、
⺼
舟
『
幻
雲
抄
』
と
一
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
、
具
體

的
な
書
入
れ
と
漢
文
抄
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
考
え
た
い
。

三
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
け
る
禪

の
檢
討

　
　
　
　

ー
漢

抄
と
の
比

　

本
節
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
の
說
の
內
容
を
分
類
し
、
特
に
着
目
す
べ
き
、
句

法
に
關
す
る
說
、
任
淵
㊟
に
對
す
る
疑
義
の
計
二
條
を
と
り
あ
げ
て
、
漢
文
抄
に

あ
る
說
と
比
較
し
、
い
か
に
展
開
し
た
か
を
論
じ
る
。『
山
谷
詩
集
㊟
』
の
詩
・

㊟
は
岩
瀨
本
を
用
い
、
抄
物
飜
刻
の
句
讀
點
は
私
に
附
し
た
。

　

岩
瀨
本
に
あ
る
、
禪
僧
の
號
や
字
を
冠
す
る
七
十
一
條
の
說
の
內
容
を
大
別
す

る
と
、
①
山
谷
詩
の
類
似
用
例
と
私
見
を
述
べ
る
も
の
が
一
條
、
②
山
谷
の
詩
題

を
誤
り
と
指
摘
す
る
も
の
が
一
條
、
③
山
谷
の
句
法
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
が
一

條
、
④
說
そ
の
も
の
を
擧
げ
ず
に
直
歬
の
說
に
對
し
て
「
雙
桂
同
此
義
」「
樵
☃

云
此
解
似
穿
鑿
」
と
述
べ
る
に
留
ま
る
も
の
が
計
二
條
、
⑤
山
谷
詩
及
び
任
淵
㊟

點
を
除
け
ば
、
こ
の
三
書
の
文
字
は
一
致
し
て
い
る
。
三
書
を
總
合
す
れ
ば
、
同

說
は
雙
桂
こ
と
惟
肖
の
講
義
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
た
め
、
岩
瀨

本
の
「
口
義
」
は
『
黃
氏
口
義
』
で
は
な
く
、
講
義
を
意
味
す
る
一
般
名
詞
、
あ

る
い
は
惟
肖
に
關
わ
る
抄
物
の
書
名
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
岩
瀨
本
卷
一
「
次
韻
吳
宣
義
三
徑
懷
友
」（
吳
宣
義
の
三
徑
に
友
を
懷

ふ
に
次
韻
す
）
に
あ
る
、「
抄
云
」
と
冠
す
る
說
の
存
在
で
あ
る
。
岩
瀨
本
（
三
三

葉
表
）
は
、
同
詩
の
第
七
～
十
句
「
起
看
冥
飛
鴻
、
乃
見
天
宇
空
。
甚
念
故
人

寒
、
誰
省
機
與
綜
」（
起
ち
て
看
る　

冥
飛
の
鴻
、
乃
ち
見
る　

天
宇
の
空
な
る
こ
と

を
。
甚
し
く
念
ふ　

故
人
の
寒
か
ら
ん
こ
と
を
、
誰
か
省
せ
ん　

機
と
綜
と
を
）
の
解
釋

を
、
上
欄
に
「
抄
云
、
秋
風
起
而
天
宇
空
豁
、
見
冥
飛
之
鴻
、
因
念
故
人
也
。」

（
抄
に
云
は
く
、
秋
風
起
ち
て
天
宇　

空
豁
、
冥
飛
の
鴻
を
見
て
、
因
り
て
故
人
を
念
ふ
な

り
。）
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
抄
」
が
、
抄
物
、
あ
る
い
は
禪
僧
の
說
で
あ
る
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
同
記
述
が
『
帳
中
香
』
に
は
な
い
た
め
、
岩
瀨
本
の
い
う

「
抄
」
は
、『
帳
中
香
』
で
は
な
い（

（1
（

。

　

や
は
り
、
岩
瀨
本
書
入
れ
は
、『
帳
中
香
』
以
歬
の
古
い
說
の
み
を
殘
す
、
準

抄
物
で
あ
る
。

二
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
け
る
禪

　

さ
て
、
岩
瀨
本
の
禪
僧
の
名
を
冠
し
た
書
入
れ
は
、
漢
文
抄
に
ど
れ
だ
け
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
岩
瀨
本
書
入
れ
が
『
帳
中
香
』
及
び
『
幻
雲

抄
』
と
ど
れ
だ
け
重
複
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
。
ち
な
み
に
『
米
澤
抄
』

は
、
歬
二
者
か
ら
の
抄
出
を
多
く
含
む
た
め
、
調
査
對
象
外
と
し
た
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
と
の
一
致
率
が
最
も
高
い
の
は
、
二
番
目
に
古
い
⺼
舟
『
幻
雲

抄
』
で
あ
り
、
そ
の
一
致
具
合
を
大
別
す
る
と
、
❶
一
致
す
る
も
の
が
な
い
も
の

が
十
條
、
❷
說
が
似
通
う
か
、
部
分
的
に
一
致
し
、
さ
ら
に
說
者
も
一
致
す
る
も



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集
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八
〇

　

瑞
溪
は
、
全
て
五
言
詩
は
上
二
字
と
下
三
字
で
、
七
言
詩
は
上
四
字
と
下
三
字

で
構
成
し
、
別
の
故
事
を
引
用
し
て
「
着
語
」
す
る
句
法
を
「
江
西
句
法
」
―
山

谷
を
始
祖
と
す
る
江
西
詩
派
の
句
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
着0

語
」（「
著0

語
」。

「
着
」
と
「
著
」
は
同
用
）
と
は
、
禪
宗
の
公
案
・
古
則
・
喝
頌
等
に
對
し
て
自
分

の
見
解
を
加
え
て
下
す
短
評
の
語
で
あ
る
。
續
い
て
「
江
西
句
法
」
に
㊜
っ
た
例

と
し
て
、『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
一
に
あ
る
二
首
の
連
作
詩
、「
王
稚
川
既
得
都
下
、

㊒
所
眄
未
歸
、
豫
戲
作
林
夫
人
欸
乃
歌
二
章
與
之
、
竹
枝
歌
本
出
三
巴
、
其
流
在

湖
湘
耳
、
欸
乃
湖
南
歌
也
」
其
二
の
第
一
聯
「
從
師
學
衟
魚
千
里
、
蓋
代〔

世
〕成

功
黍

一
炊
」
を
擧
げ
て
い
る
。

　

五
言
詩
や
七
言
詩
の
構
成
を
上
下
の
字
數
で
區
分
す
る
の
は
、
一
般
的
な
方
法

論
で
は
あ
る
が
、
强
い
て
說
の
根
據
を
擧
げ
る
と
す
れ
ば
、
山
谷
と
同
時
代
の
范

溫
に
よ
る
詩
話
、『
潛
溪
詩
眼
』（
以
下
、『
詩
眼
』
と
稱
す
）
が
あ
る
。『
詩
眼
』
は

當
時
の
本
邦
の
書
目
に
記
載
が
無
い
た
め
、
禪
僧
が
閱
覽
で
き
た
か
否
か
は
未
詳

で
あ
る
が
、
彼
ら
の
讀
書
圈
に
あ
っ
た
詩
話（

（1
（

、
宋
・
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
歬

集
卷
四
一
や
宋
・
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
卷
三
等
を
介
せ
ば
、『
詩
眼
』
の
書
名

を
伴
っ
た
同
記
述
が
あ
る
た
め
、『
詩
眼
』
の
內
容
と
し
て
知
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
當
時
通
行
し
た
、
元
・
馬
端
臨
『
文
獻
通
考（

（2
（

』
卷
二
四
九
は
、

『
詩
眼
』
の
著
者
、
范
溫
に
つ
い
て
、「
晁
氏
曰
、
范
溫
元
實
撰
。
溫
祖
禹
之
子
。

學
詩
於
黃
庭
堅
。」
と
說
朙
し
て
い
る
。
禪
僧
が
、
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
『
詩

眼
』
の
內
容
を
「
江
西
句
法
」
と
看
做
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
の
『
詩
眼
』
は

『
苕
溪
漁
隱
叢
話（

（2
（

』
か
ら
引
用
し
た
。

詩
眼
云
、
句
法
之
學
、
自
是
一
家
工
夫
。
昔
嘗
問
山
谷
、
畊
田
欲
雨
刈
欲
晴
、

去
得
順
風
來
者
怨
。
山
谷
云
、
不
如
千
巖
無
人
萬
壑
靜
、
十
步
回
頭
五
步
坐
。

此
專
論
句
法
、
不
論
義
理
。
蓋
七
言
詩
四
字
三
字
作
兩
節
也
。
此
句
法
出
黃

庭
經
、
自
上
㊒
黃
庭
下
關
元
已
下
多
此
體
。
張
平
子
四
愁
詩
句
句
如
此
、
雄

に
あ
る
語
の
說
朙
が
計
十
二
條
、
⑥
詩
句
の
解
釋
が
計
五
十
四
條
あ
る
。
た
だ

し
、
⑤
と
⑥
の
境
界
は
、
や
や
曖
昧
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
說
は
、
中
國
で
の
㊟

釋
と
同
じ
く
、
語
の
說
朙
や
詩
句
の
解
釋
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
①
～
④
に

擧
げ
ら
れ
た
よ
う
な
獨
自
の
說
も
あ
る
。

　
　
　
三
―
一
、
句
法
に
關
す
る

　

本
項
で
は
、
岩
瀨
本
卷
二
「
和
答
外
舅
孫
莘
老
」（
外
舅
孫
莘
老
に
和
し
て
答
ふ
）

詩
第
一
聯
「
西
風
挽
不
來
、
殘
暑
推
不
去
」（
西
風　

挽
け
ど
も
來
た
ら
ず
、
殘
暑　

推
せ
ど
も
去
ら
ず
。）
に
對
す
る
書
入
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

　

山
谷
詩
第
一
聯
の
「
挽
不
來
」・「
推
不
去
」
の
類
似
用
例
と
し
て
、
任
淵
は
、

『
晉
書
』
良
吏
傳
か
ら
鄧
攸
傳
を
と
り
あ
げ
、「
晉
書
鄧
攸
傳
、
吳
人
歌
曰
、
紞
如

打
五
鼓
、
鷄
鳴
天
欲
曙
。
鄧
侯
挽
不
留
、
謝
令
推
不
去
。」（『
晉
書
』
鄧
攸
傳
に
い

ふ
、「
吳
人
歌
ひ
て
曰
は
く
、『
紞
如
と
し
て
五
鼓
を 

打
ち
、
鷄　

鳴
き　

天　

曙あ

け
ん
と

欲
す
。
鄧
侯　

挽
き
て
も
留
ま
ら
ず
、
謝
令　

推
せ
ど
も
去
ら
ず
。』」
と
。）
と
し
て
い

る
。

　

一
方
、
岩
瀨
本
は
、
題
の
右
行
閒
に
書
入
れ
が
あ
り
（
例
Ａ
）、
そ
の
內
容
は
、

任
淵
㊟
と
は
關
係
な
く
、
山
谷
詩
の
句
法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
誤
寫

と
お
ぼ
し
き
字
は
、
正
し
い
字
を
〔　

〕
內
に
傍
記
し
た
。

岩
瀨
本
例
Ａ

西
風
―
刻
云
、
凢
五
言
詩
上
二
字
下
三
字
、
七
言
詩
上
四
字
下
三
字
。
引
他

事
而
着
語
、
謂
之
江
西
句
法
也
。
五
言
如
此
句
、
七
言
者
第
一
卷
云
、
從
師

學
衟
魚
千
里
、
蓋
代〔

世
〕成

功
黍
一
炊
之
類
是
也
。（
十
葉
表
）

西
風
―
刻
云
は
く
、
凢
そ
五
言
詩
は
上
二
字
下
三
字
な
り
。
七
言
詩
は
上
四

字
下
三
字
な
り
。
他
事
を
引
き
て
着
語
す
、之
を
江
西
の
句
法
と
謂
ふ
な
り
。

五
言　

此
の
句
の
如
し
、
七
言
は
第
一
卷
に
云
ふ
、「
師
に
從
ひ
て
衟
を
學

び　

魚　

千
里
、
世
を
蓋
い
功
を
成
す　

黍　

一
炊
」
の
類
、
是
れ
な
り
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
一

邪
」
と
强
調
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
詩
眼
』
の
同
記
述
が
、
句
中
對

に
着
目
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
詩
眼
』
が
、
槪
し
て
七
言
詩
と
五
言
詩
に
お
け
る
節
の
切
れ

目
が
畫
然
と
し
た
句
中
對
を
評
價
し
た
の
は
、
同
詩
話
が
冐
頭
に
擧
げ
た
、
蘇
軾

詩
と
杜
甫
詩
の
評
價
と
も
通
じ
て
い
よ
う（

（2
（

。
ま
た
、「
和
答
外
舅
孫
莘
老
」
第
一

聯
に
對
し
、
禪
僧
が
句
內
の
切
れ
目
に
關
す
る
說
を
附
し
た
理
由
も
、『
詩
眼
』

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
岩
瀨
本
で
は
、
㊟
者
は
說
朙
し

な
く
て
も
傳
わ
る
と
判
斷
し
た
の
か
、

略
な
說
朙
に
留
め
て
い
る
。

　

一
方
、『
帳
中
香
』
は
、
岩
瀨
本
と
同
じ
く
、
山
谷
の
該
詩
の
句
の
區
切
れ
を

江
西
の
句
法
だ
と
し
つ
つ
も
、
說
朙
の
詳
細
が
異
な
っ
て
い
る
。『
帳
中
香
』

は
、
山
谷
の
詩
句
「
西
風
挽
不
來
、
殘
暑
推
不
去
」
が
、「
江
西
詩
祖
之
句
法
」

に
㊜
う
の
は
、「
西
風
」「
殘
暑
」
と
い
う
「
警
策
」
の
語
に
、
史
傳
由
來
の
語
で

あ
る
「
挽
不
來
」「
推
不
去
」
を
續
け
る
た
め
で
あ
る
と
詳
說
し
て
い
る
。

凢
五
言
上
二
字
三
字
下
二
字
三
字
、
七
言
亦
上
四
字
三
字
下
四
字
三
字
。
取

史
傳
之
熟
語
以
續
警
策
之
語
。
是
謂
江
西
詩
祖
之
句
法
。
西
風
殘
暑
、
皆
警

策
、
而
挽
不
來
推
不
去
、
皆
是
史
中
之
熟
語
。（
二
七
葉
表
）

凢
そ
五
言
は
上
は
二
字
三
字
、
下
は
二
字
三
字
、
七
言
も
亦
上
は
四
字
三
字
、

下
は
四
字
三
字
な
り
。
史
傳
の
熟
語
を
取
り
て
以
て
警
策
の
語
に
續
く
。
是

れ
江
西
詩
祖
の
句
法
と
謂
ふ
な
り
。「
西
風
」「
殘
暑
」、皆
警
策
に
し
て
、「
挽

不
來
」「
推
不
去
」、
皆
是
れ
史
中
の
熟
語
な
り
。　
　

　

右
の
「
警
策
」
と
い
う
語
は
、
二
つ
の
意
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
文
中
の

效
果
的
な
言
葉
と
い
う
意
の
文
學
評
論
の
語
で
あ
り
、
早
く
も
晉
・
陸
機
「
文

賦
」
に
用
例
が
あ
る（

（2
（

。
も
う
一
つ
は
、
警
吿
・
訓
吿
の
意
の
禪
語
で
あ
る
。
田
島

柏
堂
氏（

（2
（

に
よ
る
と
、
同
語
は
一
般
的
な
語
彙
を
禪
語
に
轉
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

禪
語
と
し
て
は
早
く
も
唐
・
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）『
禪
源
諸
詮
集
都

健
穩
愜
。
至
五
言
詩
亦
㊒
三
字
二
字
作
兩
節
者
。
老
杜
云
、
不
知
西
閣
意
、

肯
別
定
留
人
。
肯
別
邪
、
定
留
人
邪
。
山
谷
尤
愛
其
深
遠
閑
雅
、
蓋
與
上
七

言
同
。

『
詩
眼
』
に
云
ふ
、「
句
法
の
學
、
自
ら
是
れ
一
家
の
工
夫
な
り
。
昔
嘗
て
山

谷
に
『
田
を
畊
す
に
雨
ふ
ら
ん
と
欲
し
、
刈
る
に
晴
れ
ん
と
欲
す
。
去
る
に

順
風
を
得
れ
ば 
來
た
る
者
は
怨
む
。』
を
問
ふ
。
山
谷
云
ふ
、『「
千
巖
人
無

く　

萬
壑
靜
か
な
り
、
十
步
に
し
て
頭
を
回
ら
し
五
步
に
し
て
坐
す
。」
に

如
か
ず
。』
と
。
此
れ
專
ら
句
法
を
論
じ
、
義
理
を
論
ぜ
ず
。
蓋
し
七
言
詩

は
四
字
三
字
も
て
兩
節
と
作
す
な
り
。
此
の
句
法
「
黃
庭
經
」
に
出
で
、『
上

に
黃
庭
㊒
り　

下
に
關
元
あ
り
』よ
り
已
下
、此
の
體
を
多
く
す
。張
平
子「
四

愁
詩
」
は
句
句
此
の
如
く
に
し
て
、
雄
健
穩
愜
な
り
。
五
言
詩
に
至
る
も
亦

た
三
字
二
字
も
て
兩
節
と
作
す
者
㊒
り
。老
杜
云
ふ
、『
西
閣
の
意
を
知
ら
ず
、

肯
へ
て
別
る
る
か
定
め
て
人
を
留
む
る
か
』
と
。
肯
へ
て
別
る
る
か
、
定
め

て
人
を
留
む
る
か
。
山
谷
尤
も
其
の
深
遠
閑
雅
な
る
を
愛
す
。
蓋
し
上
の
七

言
と
同
じ
。」
と
。

　

山
谷
は
、
蘇
軾
「
泗
州
僧
伽
塔
」
詩
の
第
七
・
八
句
が
、
杜
甫
「
憶
昔
行
」
詩

の
第
五
・
六
句
に
は
敵
わ
な
い
と
評
價
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
范
溫
は
、
こ

の
評
價
基
準
は
句
法
で
あ
っ
て
內
容
で
は
な
い
と
歬
置
き
し
、
七
言
詩
は
四
字
と

三
字
で
二
つ
の
節
と
し
て
區
分
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
條
件
に
㊜
う
七
言

句
の
例
と
し
て
、「
黃
庭
經
」（
黃
庭
內
景
經
）、
張
衡
「
四
愁
詩
」（
四
愁
詞
）、
ま

た
五
言
句
の
例
と
し
て
、
杜
甫
「
不
離
西
閣
二
首
」
を
擧
げ
て
い
る
。
な
お
、

『
詩
眼
』
が
評
價
し
た
こ
れ
ら
の
句
は
、
い
ず
れ
も
句
中
對
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
黃
庭
經
」
は
、「
上
㊒
黃
庭
」
と
「
下
關
元
」
が
該
當
す
る
。
な
お
か
つ
、『
詩

眼
』
末
尾
で
は
、
杜
甫
の
句
「
不
知
西
閣
意
、
肯
別
定
留
人
」
を
と
り
あ
げ
、
さ

ら
に
「
肯
別
定
留
人
」
を
上
二
字
、
下
三
字
に
區
分
し
て
「
肯
別
邪
、
定
留
人
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三
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二
、
任
淵
註
訓
の
否
定

　

本
項
で
は
、
岩
瀨
本
卷
二
「
寄
裴
仲
謨（

（2
（

」（
裴
仲
謨
に
寄
す
）
詩
第
十
三
・
十
四

句
「
念
公
篤
行
李
、
野
飯
中
衟
宿
」
に
對
す
る
書
入
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

　

詩
題
に
あ
る
裴
綸
（
字
は
仲
謨
）
は
、
山
谷
と
共
に
治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
に

科
擧
に
及
第
し
て
い
る
。
任
淵
「
目
錄
」
は
、
同
詩
の
制
作
年
の
山
谷
の
居
所
や

政
治
狀
況
、
人
事
に
つ
い
て
、「
春
夏
、
山
谷
在
德
平
。
按
實
錄
、
是
歲
三
⺼
、

哲
廟

位
。
四
⺼
丁
丑
、
以
祕
書
省
校
書
郞
召
、
到
京
師
時
當
在
六
七
⺼
閒
。」

と
し
て
い
る
。
哲
宗
の
父
・
神
宗
は
、
王
安
石
ら
新
法
黨
派
を
取
り
立
て
、
蘇
軾

ら
舊
法
黨
派
を
冷
遇
し
た
。
舊
法
黨
派
の
山
谷
も
、
神
宗
時
代
に
は
難
職
で
あ
る

知
吉
州
太
和
縣
、
監
德
州
德
平
鎭
を
經
た
。
山
谷
ら
に
は
不
遇
の
時
代
で
は
あ
っ

た
が
、
神
宗
が
薨
ず
る
や
一
變
、
そ
の
跡
目
を
繼
い
だ
哲
宗
が
舊
法
黨
派
の
面
々

を
取
り
立
て
た
の
が
、
同
詩
の
制
作
年
と
さ
れ
る
元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
で
あ

る
。
同
詩
第
十
二
句
に
「
春
事
勤
草
木
」
と
あ
る
よ
う
に
、
季
節
が
春
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
山
谷
は
同
詩
の
制
作
時
に
德
平
鎭
に
い
た
。
ま
た
、
同
詩
の
最
終
二
聯

「
作
書
寄
後
乘
、
爲
我
遣
臣
僕
。
起
居
太
夫
人
、
倂
問
相
與
睦
」（
書
を
作
り
て
後

乘
に
寄
せ
、
我
が
爲
に
臣
僕
を
遣
は
し
、
太
夫
人
に
起
居
し
、
倂
せ
て
相
と
睦
と
に
問
は

ん
）
は
、
山
谷
が
、
都
に
い
る
母
へ
の
ご
機
嫌
伺
い
や
息
子
の
相
と
娘
の
睦（

（2
（

へ
の

あ
い
さ
つ
を
裴
綸
に
賴
ん
で
い
る
た
め
、
裴
綸
が
都
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
㊟
目
し
た
い
の
は
、
山
谷
の
該
詩
全
二
十
二
句
の
う
ち
、
第
十
三
句

「
念
公
篤
行
李
」
に
あ
る
、「
篤
行
李
」
の
解
釋
で
あ
る
。「
篤
」
と
「
行
李
」
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
任
淵
㊟
と
禪
僧
の
解
釋
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
岩
瀨

本
書
入
れ
や
、
山
谷
詩
漢
文
抄
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
該
詩
の
切
れ
目
の
良
い
第
十
六
句
ま
で
を
擧
げ
、（　

）
內

の
書
き
下
し
文
と
譯
は
、
禪
僧
の
說
を
基
に
し
た
。
ま
た
、
山
谷
の
詩
句
と
譯
の

序
』
に
「
一
時
警
策
群
迷
」
の
用
例
が
あ
る
と
い
う
。

　
『
帳
中
香
』
は
、「
警
策
」
と
史
傳
由
來
の
語
の
組
み
合
わ
せ
を
「
江
西
詩
祖
之

句
法
」
と
し
て
い
る
た
め
、
江
西
詩
派
の
詩
論
に
お
け
る
「
警
策
」
の
位
置
づ
け

を
調
査
し
た
が
、
そ
の
關
連
は
朙
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
（
歬
揭
の
「
着
語
」
に
つ

い
て
も
同
樣
で
あ
る
）。
ま
た
、
本
邦
の
禪
林
に
お
い
て
も
、「
警
策
」
は
、
い
ず

れ
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る（

（2
（

。

　

さ
ら
に
、『
帳
中
香
』
が
山
谷
の
該
詩
の
句
を
「
史
傳
之
熟
語
」「
警
策
之
語
」

と
區
分
す
る
の
も
、「
江
西
詩
祖
之
句
法
」、
す
な
わ
ち
山
谷
詩
を
學
ん
だ
范
溫
に

よ
る
『
詩
眼
』
の
內
容
か
ら
派
生
し
た
解
釋
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
岩
瀨
本
例
Ａ
と
『
帳
中
香
』
が
同
じ
山
谷
詩
の
句
に
對
し
て
、
同
樣

に
「
江
西
句
法
」
に
關
す
る
說
朙
を
附
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、『
帳
中
香
』
の
說
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
說
を
も
と
に
發
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、
岩
瀨
本
例
Ａ
に
近
い
說
が
、『
幻
雲
抄
』（
二
五
葉
表
）
に
あ
る
。
兩
書

の
異
同
は
、
岩
瀨
本
例
Ａ
傍
線
部
で
は
、「
七
言
者
第
一
卷
云
」
と
あ
る
の
を
、

『
幻
雲
抄
』
で
は
「
云
」
字
を
省
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
岩
瀨
本
が
「
蓋
代〔

世
〕」

と
あ
る
の
を
、『
幻
雲
抄
』
が
「
蓋
世0

」
と
し
て
い
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
米
澤
抄
』（
三
三
裏
～
三
四
表
）
で
は
、
抄
者
の
彭
叔
は
、『
幻
雲

抄
』
と
『
帳
中
香
』
に
あ
る
江
西
詩
派
の
句
法
の
內
容
を
見
比
べ
た
う
え
で
、
そ

の
句
法
を
よ
り
詳
述
し
た
『
帳
中
香
』
の
み
を
抄
出
し
て
い
る
。

　

他
に
も
、
岩
瀨
本
と
照
合
す
る
と
、『
幻
雲
抄
』
と
は
數
字
程
度
の
輕
微
な
違

い
し
か
な
い

略
な
說
が
、『
帳
中
香
』
で
は
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る

例
が
散
見
さ
れ
る
。
ど
う
や
ら
『
帳
中
香
』
で
は
、
岩
瀨
本
に
も
確
認
で
き
る
說

を
踏
ま
え
て
、
積
極
的
に
說
を
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。



西
尾
市
岩
瀨
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五
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『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
三

は　

草
木
に
は
た
ら
き
か
け
る
。
懸
念
す
る
の
は
、
君
が
旅
程
に
遲
れ
て
（
心
に

と
ど
め
て
お
く
れ
君
よ　

旅
路
で
は
氣
を
つ
け
て
）、
野
外
で
飮
⻝
し
、
衟
半
ば
で
野

宿
す
る
こ
と
だ
（
野
外
で
晝
飯
を
濟
ま
せ
た
ら　

衟
半
ば
で
も
泊
ま
っ
て
お
く
れ
）。
河

北
か
ら
の
旅
路
で
は
、
風
で
吹
き
あ
が
る
砂
が
旗
を
卷
き
、
烏
の
尾
が
城
の
上
に

動
く
よ
う
な
不
安
な
狀
況
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
。

　
（
岩
瀨
本
書
影
）

念フ　

公ノ　

篤

ア
ツ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
レ
行　

李ヲ

、
野　

飯　

中　

衟ニ　

宿ス

　
　
　
上
京
也　

   

ア
ツ
ウ
シ
テ　
　
　
　
　
言
眠
與
⻝
也　
　
　

 　

   

セ
シ
コ
ト
ヲ

　
　
　

　
　

タ
シ
ナ
ン
テ　

　
　

 

鳥
啼
則
尾
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

ス
ル
コ
ト
ヲ 

驚　

沙　

卷ク
レ　
　

旗ヲ
一、
烏　

尾　

城　

角ニ　

謖タ
ツ

　
　
　
　

北
地
之
風
景　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
影
に
あ
る
「
篤
」
の
訓
に
着
目
さ
れ
た
い
。「
篤
」
字
の
右
に
は
細
字
で
「
ア

ツ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
」、
ま
た
左
に
は
や
や
太
字
で
「
ア
ツ
ウ
シ
テ
」「
タ
シ
ナ
ン

テ
」
と
あ
る
が
、
大
別
す
る
と
、「
ア
ツ
ク
ス
ル
」
と
「
タ
シ
ナ
ム
」（「
困
」
字
と

同
意
と
し
て
訓
じ
た
か
。
書
き
下
し
文
の
ル
ビ
も
こ
れ
に
從
っ
た
。「
篤
」
＝
「
困
」
の
根

據
に
つ
い
て
は
、
後
述
）
の
二
種
の
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
第
十
三

句
に
對
す
る
任
淵
㊟
「
說
文
云
、
篤
、
馬
行
頓
遲
」
の
「
篤
」
字
右
に
「
此
註
非

也
」
と
し
て
、
任
淵
㊟
に
否
定
的
な
書
入
れ
が
あ
る
。

　

岩
瀨
本
上
欄
に
も
ま
た
、「
ア
ツ
ク
ス
ル
」
の
訓
を
採
っ
た
書
入
れ
が
あ
る
。

岩
瀨
本
例
Ｂ

或
云
、念
公
篤
―

公
ノ
敎
訓
也
。相
搆
テ
徃
來
ヲ
篤
セ
ヨ
。日
暮
レ
ハ
、㊒
賊
難
、

う
ち
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
關
わ
る
箇
所
に
は
、
傍
線
を
附
し
て
い
る
。

　
　

交
游
二
十
年　
　

交
游　

二
十
年

　
　

義
等
親
骨
肉　
　

義　

親
骨
肉
に
等
し

　
　

風
雨
漂
我
巢　
　

風
雨　

我
が
巢
を
漂た

だ
よ

は
せ

　
　

公
亦
未
㊒
屋　
　

公
も
亦　

未
だ
屋
㊒
ら
ず

　
　

寄
聲
來
問
安　
　

寄
聲　

來
た
り
て
安
ん
ず
る
か
を
問
ひ

　
　

足
音
到
空
谷　
　

足
音　

空
谷
に
到
る

　
　

我
家
輦
轂
下　
　

我
が
家　

輦れ
ん

轂こ
く

の
下　
　

　
　

薪
桂
炊
白
玉　
　

桂
を
薪
し
て　

白
玉
を
炊
ぐ

　
　

在
官
與
影
俱　
　

官
に
在
り
て　

影
と
俱
に
し

　
　

衣
綻
髮
曲
局　
　

衣　

綻
び　

髮　

曲
局
す

　
　

天
機
行
日
⺼　
　

天
機　

日
⺼
を
行め

ぐ

ら
し

　
　

春
事
勤
草
木　
　

春
事　

草
木
に
勤
む

　
　

念
公
篤
行
李　
　

念
ふ　

公
の
行
李
を
篤た

し
な

ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
念
ふ　

公
の
行
李
を
篤あ

つ

く
し
て
）

　
　

野
飯
中
衟
宿　
　

野
飯
し
て　

中
衟
に
宿
す
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
飯
し
て　

中
衟
に
宿
せ
ん
こ
と
を
）

　
　

驚
沙
卷　

旗　
　

驚
沙　
　

旗
を
卷
き　

　
　

烏
尾
城
角
謖　
　

烏
尾　

城
角
に
謖た

つ　
　
　
　

（
譯
）
君
と
の
交
游
は
二
十
年
、
そ
の
誼よ

し
み

は
家
族
同
然
。
風
雨
が
僕
の
住
處
を
漂

わ
せ
た
こ
ろ
、
君
も
未
だ
に
住
居
が
な
か
っ
た
。
君
の
使
い
が
や
っ
て
き
て
元
氣

か
と
問
う
て
く
れ
て
、
人
氣
の
な
い
谷
で
足
音
を
聞
く
よ
う
に
う
れ
し
い
。
僕
の

家
族
は
天
子
さ
ま
の
お
膝
も
と
、
高
價
な
薪
を
焚
い
て　

高
價
な
米
を
炊
く
。
家

族
と
隔
た
っ
た
こ
の
地
の
役
所
に
在
れ
ば　

自
分
の
影
と
二
人
ぐ
ら
し
、
僕
の
衣

は
ほ
つ
れ　

髮
は
縮
れ
ま
が
る
。
天
の
機か

ら
く
り關

は　

日
⺼
を
め
ぐ
ら
し
、
春
の
現
象



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
四

上
句
謂
、
河
北
多
風
沙
。
留
王
郞
詩
云
、
河
外
吹
沙
塵
。
下
句
、
出
河
北
、

漸
赴
汴
京
之
途
中
也
。
宜
篤

ア
ツ
ウ
シ
テ

レ
行
李ヲ

加
盤
飡
之
時
也
。（
四
葉
裏
）

上
の
句　

謂
へ
ら
く
、
河
北
は
風
沙
多
し
。「
留
王
郞
」
詩
に
云
ふ
、「
河
外   

沙
塵　

吹
く
」
と
。
下
の
句
、
河
北
を
出
で
、
漸
く
汴
京
に
赴
く
の
途
中
な

り
。
宜
し
く
行
李
を
篤
し
て
盤
飡
を
加
ふ
る
べ
き
の
時
な
り
。

　

右
は
、
山
谷
詩
第
十
五
句
「
驚
沙
卷

旗
」
が
、
山
谷
の
住
む
河
北
路
德
州

（
安
德
縣
）
德
平
鎭
を
指
す
根
據
と
し
て
、『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
二
「
留
王
郞
」
詩

か
ら
、
河
北
が
沙
塵
の
吹
き
荒
れ
る
地
で
あ
る
と
い
う
旨
の
句
を
引
用
し
て
い

る
。
第
十
六
句
は
、
山
谷
と
再
會
し
た
德
平
鎭
を
出
て
汴
京
に
赴
く
、
旅
路
の
途

中
で
あ
り
、
そ
れ
が
第
十
三
・
十
四
句
の
い
う
と
こ
ろ
の
、
氣
を
つ
け
て
し
っ
か

り
⻝
事
を
と
る
の
が
よ
い
狀
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
第
十
三
句
「
念
公
」
以

下
四
句
を
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
の
い
う
「
敎
訓
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

次
の
『
幻
雲
抄
』
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
名
の
あ
る
禪
僧
よ
り
も
時
代
の
下

る
、
桂
林
德
昌
（
一
四
二
八
～
？
、
別
號
は
蕣
菴
）
が
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
類
似
し
た

惟
肖
の
說
を
提
示
し
て
い
る
。
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
『
幻
雲
抄
』
を
照
合
す
る
と
、
桂

林
が
、
岩
瀨
本
の
惟
肖
㊟
が
「
敎
訓
」
の
對
象
と
し
て
い
た
第
十
三
・
十
四
句
の

み
な
ら
ず
、
第
十
五
・
十
六
句
ま
で
も
包
含
す
る
と
解
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら

に
、
第
十
三
・
十
四
句
の
解
釋
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
岩
瀨
本
の
傍
線
部
「
㊒

賊
難
」
が
、
第
十
五
・
十
六
句
「
驚
沙
卷

旗
、
烏
尾
城
角
謖
」
の
解
釋
に
相
當

す
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

蕣
云
、
雙
桂
義
、
念
公
以
下
四
句
敎
訓
也
。
驚
沙
烏
尾
句
謂
盜
賊
、
言
㊒
盜

賊
、
則
未
暮
時
、
可
宿
途
中
。（
四
葉
表
）

蕣
云
ふ
、
雙
桂
の
義
、「
念
公
」
以
下
四
句
は
敎
訓
な
り
。「
驚
沙
」「
烏
尾
」

の
句
は
盜
賊
を
謂
ひ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
盜
賊
㊒
れ
ば
、
則
ち
未
だ
暮
れ
ざ
る

時
、
途
中
に
宿
す
べ
し
。

只
晝
飯イ

ヽ

過
ハ
、
雖
中
衟
可
宿
ソ
。
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
、
行
李
ナ
レ
ハ
、
能
養

生
セ
ヨ
ソ
。
雙
桂
同
此
義
。（
一
葉
裏
）

　

あ
る
人
の
說
で
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
」
以
下
は
、
公
の
戒
め
で
あ

る
。
よ
く
備
え
て
旅
路
で
は
氣
を
付
け
る
よ
う
。
日
が
暮
れ
れ
ば
賊
に
出
く
わ
す

災
難
が
あ
る
、
晝
飯
を
終
え
た
ら
、
衟
半
ば
で
も
宿
泊
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
遠

國
の
都
、
汴
京
ま
で
の
長
い
旅
行
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
養
生
せ
よ
。
惟
肖
の
說
も

こ
の
解
釋
と
同
じ
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
な
お
、
山
谷
が
該
詩
の
制
作
時
に
德

平
鎭
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
岩
瀨
本
が
示
す
よ
う
に
、「
敎
訓
」
の
對
象
で
あ
る

「
公
」
は
、「
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
行
李
」
を
す
る
裴
綸
で
あ
る
。

　

で
は
、
任
淵
が
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
字
㊟
と
し

て
、『
說
文
解
字
』
を
引
用
し
た
こ
と
に
對
し
、
岩
瀨
本
は
、
何
故
否
定
的
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
漢
文
抄
は
、
第
十
三
句
に
あ
る
「
篤
」
に
續
く
、「
行

李
」
に
關
す
る
任
淵
㊟
に
も
、
否
定
的
で
あ
る
（
後
述
）。

　

行
論
の
都
合
上
、
岩
瀨
本
書
入
れ
の
う
ち
、
先
に
該
詩
第
十
五
・
十
六
句
「
驚

沙
卷

旗
、
烏
尾
城
角
謖
」
に
對
し
て
言
及
し
た
說
が
、
い
か
に
漢
文
抄
に
あ
る

說
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

任
淵
㊟
は
、
山
谷
詩
第
十
五
句
に
對
し
て
、『
文
選
』
に
あ
る
王
襃
（
字
は
子

淵
）「
四
子
講
德
論
」
と
左
思
「
魏
都
賦
」
を
、
第
十
六
句
に
對
し
て
、『
後
漢

書
』
卷
八
の
靈
帝
本
紀
李
賢
㊟
、『
儀
禮
』
卷
十
四
「
士
虞
禮
」、
ま
た
、
杜
甫

「
日
暮
」
詩
を
類
似
用
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
み
で
あ
り
、
任
淵
㊟
は
原
則
と

し
て
、
類
似
用
例
を
示
す
こ
と
に
終
始
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

一
方
、
歬
揭
の
岩
瀨
本
例
Ｂ
は
、「
㊒
賊
難
」
と
具
體
的
に
解
釋
し
て
い
た
（
後

述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
第
十
三
・
十
四
句
の
解
釋
に
見
え
る
が
、
實
際
に
は
第
十
五
・

十
六
句
の
解
釋
で
あ
る
）。
さ
ら
に
、
漢
文
抄
に
は
岩
瀨
本
書
入
れ
に
な
い
說
が
あ

り
、
具
體
的
な
解
釋
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、『
帳
中
香
』
か
ら
と
り
あ
げ
る
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
五

對
す
る
任
淵
㊟
を
確
認
し
た
後
、
漢
文
抄
の
說
と
そ
の
根
據
を
述
べ
た
い
。

說
文
云
、
篤
、
馬
行
頓
遲
。

左
傳
曰
、
亦
不
使
一
个
行
李
吿
于
寡
君
。
㊟
曰
、
行
李
、
行
人
也
。
○
又
云
、

行
李
之
徃
來
、
供
其
匱
乏
。

『
說
文
』
に
云
ふ
、「
篤
は
、
馬
行
の
頓
遲
な
り
」
と
。

『
左
傳
』
に
曰
は
く
、「
亦　

一
个
の
行
李
を
し
て
寡
君
に
吿
げ
し
め
ず
し
て
」

と
。
㊟
に
曰
は
く
、「
行
李
は
、
行
人
な
り
」
と
。
○
又　

云
ふ
、「
行
李
の

徃
來
、
其
の
匱き

乏ぼ
う

に
供
せ
し
め
ば
」
と
。

　

任
淵
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
の
字
㊟
と
し
て
『
說

文
解
字
』
卷
十
上
を
引
用
し
、
馬
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
樣
子
で
あ
る
と
解
し
て

い
る
。
ま
た
、
山
谷
詩
同
句
「
行
李
」
の
類
似
用
例
と
し
て
『
春
秋
左
氏
傳
』
と

杜
預
㊟
を
引
用
し
、「
行
李
」
の
意
を
「
行
人
」（
旅
行
者
）
と
し
て
い
る
。『
左

傳
』
歬
半
「
亦
不
」
よ
り
「
行
人
也
」
ま
で
は
、
同
書
襄
公
八
年
、「
又
云
」
以

下
は
、
同
書
僖
公
三
十
年
に
あ
る
。
任
淵
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
」
と
第

十
四
句
に
㊟
を
附
し
て
い
な
い
が
、
任
淵
㊟
を
總
合
し
た
兩
句
の
解
釋
は
、
懸
念

す
る
の
は
君
が
旅
程
に
遲
れ
て
（
第
十
三
句
の
下
三
字
「
篤
行
李
」
に
對
す
る
任
淵
㊟

を
踏
ま
え
、
上
二
字
「
念
公
」
を
「
懸
念
す
る
の
は
君
が
」
と
譯
し
た
）、
野
外
で
飮
⻝

し
、
衟
な
か
ば
で
野
宿
す
る
こ
と
だ
、
と
な
る
。

　

次
に
、
任
淵
㊟
を
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念

公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
を
任
淵
が
、
馬
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
樣
子
と
㊟
す
る

の
に
對
し
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
で
は
「
相
搆
テ
（
徃
來
ヲ
）
篤
セ
ヨ
」、「
能
養
生
セ
ヨ

ソ
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
任
淵
が
「
行
李
」
を
行
人
だ
と
㊟
し
た
一
方
、
岩

瀨
本
例
Ｂ
で
は
、「（
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
）
行
李
」
と
し
、
旅
路
の
意
味
と
し
て
解

釋
し
て
い
る
。
ま
た
、
任
淵
が
㊟
を
附
さ
な
か
っ
た
第
十
四
句
「
野
飯
中
衟
宿
」

も
、「
日
暮
レ
ハ
、（
㊒
賊
難
）、
只
晝
飯イ

ヽ

過
ハ
、
雖
中
衟
可
宿
ソ
」、
つ
ま
り
は
衟

　
『
幻
雲
抄
』
は
、
說
者
の
禪
僧
の
數
が
多
い
こ
と
も
手
傳
っ
て
、『
帳
中
香
』
よ

り
も
多
彩
な
視
點
か
ら
の
說
が
あ
る
。『
帳
中
香
』
と
重
複
し
な
い
『
幻
雲
抄
』

の
主
た
る
說
は
以
下
で
あ
り
、
山
谷
詩
第
十
六
・
十
五
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
示
す
、

一
日
の
中
で
の
時
閒
帶
に
つ
い
て
解
釋
す
る
も
の
で
あ
る
。

蕭
云
、
或
云
、
烏
啼
朝
暮
用
之
。
驚
沙
句
言
朝
、
烏
尾
句
言
暮
。
此
義
不
可

也
。
烏
啼
多
取
于
曉
也
。
驚
沙
句
言
暮
、
烏
尾
句
言
朝
也
。（
三
葉
表
）

蕭
云
ふ
、
或
ひ
と
云
ふ
、
烏　

啼
く
は
、
朝
暮
に
之
を
用
ふ
。「
驚
沙
」
の

句
は
朝
を
言
ひ
、「
烏
尾
」の
句
は
暮
を
言
ふ
。
此
の
義　

可
な
ら
ざ
る
な
り
。

烏　

啼
く
は
多
く
曉
に
取
る
な
り
。「
驚
沙
」
の
句　

暮
を
言
ひ
、「
烏
尾
」

の
句　

朝
を
言
ふ
な
り
。

　

蕭
こ
と
正
宗
龍
統
（
一
四
二
八
～
一
四
九
八
、
別
號
は
蕭
菴
）
は
、
あ
る
人
の
說

を
提
示
し
、
山
谷
は
烏
が
啼
く
の
を
朝
・
暮
の
各
句
に
用
い
て
お
り
、「
驚
沙
」

句
は
朝
を
い
い
、「
烏
尾
」
句
は
暮
を
い
っ
て
い
る
、
と
す
る
。
續
い
て
正
宗
は

こ
の
說
を
否
定
し
、
烏
が
啼
く
表
現
は
、
多
く
曉
の
意
と
し
て
取
る
も
の
だ
。

「
驚
沙
」
の
句
は
、
暮
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、「
烏
尾
」
の
句
は
、
朝
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
だ
、
と
私
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
正
宗
は
、
自
身
の
反

對
す
る
說
も
と
り
あ
げ
、
後
世
に
檢
討
の
餘
地
も
殘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
彭
叔
は
、
正
宗
の
說
を
踏
ま
え
て
『
米
澤
抄
』（
四
葉
裏
）
で
私
見
を

述
べ
て
お
り
、「
瓢
謂
、
驚
沙
云
々
、
旅
亭
ニ
、
晚
景
ニ
ト
マ
ル
時
分
ヲ
云
ソ
。

烏
尾
云
々
、
朙
日
早
々
ニ
、
烏
ノ
羽
ヅ
ク
ロ
イ
ニ
テ
、
欲
レ
啼
時
分
ニ
、
旅
行

ソ
。」
と
し
て
い
る
。

　

歬
揭
の
『
幻
雲
抄
』
か
ら
『
米
澤
抄
』
の
例
を
通
覽
す
る
と
、
抄
物
は
、
先
人

の
說
の
層
の
閒
に
、
抄
者
が
、
自
身
の
代
に
な
っ
て
自
說
を
差
し
込
む
よ
う
に
し

て
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

本
題
に
戾
っ
て
山
谷
詩
第
十
三
・
十
四
句
「
念
公
篤
行
李
、
野
飯
中
衟
宿
」
に



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
六

『
外
集
』
に
「
吾　

王
事
を
以
て
行
李
を
篤
く
す
」
と
㊒
り
。
㊟
に
鮑
朙
遠

の
詩
「
手
迹　

心
を
傳
ふ
べ
く
、
願
は
く
は
爾　

行
李
を
篤
く
せ
よ
。」
を

引
く
。
任
淵
㊟
の
『
說
文
』
を
引
く
は
誤
れ
り
。

　

惟
肖
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
篤
」
字
を
「
敦
」
字
の
意
で
と
る
べ
き
だ
と
す

る
。
續
い
て
、
衟
中
で
は
氣
を
つ
け
て
、
し
っ
か
り
⻝
事
を
と
る
よ
う
に
、
と
い

う
の
は
常
套
句
で
あ
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
漢
・
無
名
氏
「
飮
馬
長
城
窟
行
」

の
句
、「
上
言
加
飡
飯
」（
上
に
は
飡
を
加
へ
よ
と
言
ひ
／
手
紙
の
最
初
に
は
⻝
事
を
す

る
よ
う
に
、
と
書
い
て
あ
る
）
を
引
用
し
て
い
る
。

　

續
い
て
、『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
か
ら
「
篤
行
李
」
の
用
例
と
し
て
、
山
谷
詩

「
彫
陂
」
の
句
と
そ
れ
に
對
す
る
史
容
㊟
に
あ
る
六
朝
・
鮑
照
（
字
は
朙
遠
）「
代

門
㊒
車
馬
客
行
」
詩
の
句
「
手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
。」（
手
紙
は
心
が
傳
わ

る
も
の
だ
か
ら
書
い
て
寄
せ
て
ほ
し
い
し
、
願
う
の
は
君
が
旅
路
で
用
心
す
る
こ
と
だ
）

を
相
應
し
い
と
し
て
引
用
し（

（2
（

、
山
谷
詩
第
十
三
句
の
「
篤
行
李
」
を
再
解
釋
し
て

い
る
。
な
お
、
同
書
か
ら
の
引
用
が
、
惟
肖
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
萬
里
に

よ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

鮑
照
「
願
爾
篤
行
李
」
句
を
山
谷
の
該
詩
「
寄
裴
仲
謨
」
の
「
念
公
篤
行
李
」

句
と
比
較
す
る
と
、「
篤
行
李
」
は
兩
詩
に
共
通
す
る
の
み
な
ら
ず
、
鮑
照
が

「
願
爾
」
と
す
る
の
に
對
し
て
、
山
谷
が
「
念
公
」
と
す
る
共
通
性
も
見
い
だ
せ

る
こ
と
か
ら
、
本
邦
の
禪
僧
ら
が
、
山
谷
の
該
詩
に
あ
る
「
念
公
」
を
、
山
谷
が

公
（
＝
裴
綸
）
の
こ
と
が
氣
が
か
り
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
公
（
＝
裴

綸
）
に
心
し
て
ほ
し
い
と
す
る
解
釋
、
ま
た
、「
篤
行
李
」
を
旅
路
で
は
氣
を
つ

け
て
と
す
る
解
釋
は
、
妥
當
で
あ
る
と
い
え
よ
う（

（2
（

。

　

さ
ら
に
『
帳
中
香
』（
四
葉
裏
～
五
葉
表
）
は
、
山
谷
の
書

文
に
あ
る
「
行

李
」
の
用
例
を
四
條
抄
出
し
て
い
る（

（3
（

。「
與
東
川
提
擧
手
書
」
か
ら
「（
歬
略
）

…
…
澄
淸
之
氣
、
凛
然
光
被
於
江
山
、
願
篤
行
李

0

0

0

0

、
以
慰
夷
夏
瞻
仰
。」
の
一

中
は
暗
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
宿
泊
す
る
よ
う
に
と
解
釋
し
て
い
た
。

　

漢
文
抄
で
も
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
同
じ
く
、
任
淵
㊟
が
『
說
文
解
字
』
と
『
春
秋
左

氏
傳
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
り
、『
說
文
解
字
』
引
用
に
對
し
て
は

「
任
淵
㊟
、
引
說
文
誤
」（『
帳
中
香
』
四
葉
表
）、「
念
公
篤
字
㊟
非
也
」（『
幻
雲
抄
』

三
葉
裏
）
と
し
、『
春
秋
左
氏
傳
』
引
用
に
對
し
て
は
「
此
句
行
李
不
用
左
氏
之

義
、
但
裴
旅
行
而
已
」（『
帳
中
香
』
四
葉
裏
）
と
し
て
い
る
。

　

續
い
て
、
禪
僧
ら
が
『
說
文
解
字
』
を
引
用
す
る
任
淵
㊟
を
否
定
し
た
、
具
體

的
な
根
據
を
擧
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
山
谷
の
他
の
別
集
『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
に
あ

る
用
例
と
そ
の
㊟
で
あ
る
。

　
『
山
谷
詩
集
㊟
』
は
、
洪
炎
が
編
纂
し
た
『
山
谷
內
集
（
豫
章
先
生
文
集
）』
に

任
淵
が
㊟
を
附
し
た
も
の
で
あ
り
、『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
は
、『
山
谷
內
集
』
に
な

い
作
品
を
李
彤
が
編
纂
し
た
『
山
谷
外
集
』
に
史
容
が
㊟
を
附
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、『
山
谷
外
集
』
は
、『
山
谷
內
集
』
の
補
遺
で
は
あ
る
が
、『
山
谷
外

集
』
の
方
が
、
山
谷
の
若
年
時
の
作
品
を
收
め
て
お
り
、
元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）

か
ら
山
谷
の
沒
年
で
あ
る
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
ま
で
の
作
品
を
收
め
て
い
る

の
に
對
し
、『
山
谷
內
集
』
は
、
嘉
祐
六
年
（
一
〇
五
九
）
か
ら
崇
寧
三
年
（
一
一

〇
四
）
ま
で
の
作
品
を
收
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、『
帳
中
香
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

樵
云
、
篤
、
敦
篤
也
。
使
其
愼
行
李
、
都〔

勸
〕加

飡
、
又
常
談
也
。
篤
字
、
古
詩

謂
、
上
言
加
飡
飯
之
意
也
。（
四
葉
表
）

外
集
㊒
吾
以
王
事
篤
行
李
。
㊟
引
鮑
朙
遠
詩
、
手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
。

任
淵
㊟
引
說
文
誤
。（
四
葉
表
） 

樵
云
ふ
、
篤
は
、
敦
篤
な
り
。
其
の
行
李
を
愼
み
て
、
喰
を
加
ふ
る
を
勸
め

し
む
る
は
、
又　

常
談
な
り
。「
篤
」
字
、
古
詩
に
謂
ふ
、「
上
に
は
飡
飯
を

加
へ
よ
と
言
ふ
」
の
意
な
り
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
七

條
、「
與
戎
州
新
太
守
書
」
か
ら
二
條
、「
答
雍
熙
光
禪
師
」
か
ら
一
條
引
用
し（

（3
（

、

こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
「
各
見
山
谷
刀
筆
。」
と
あ
る
。『
山
谷
刀
筆
』
と
は
、

既
存
の
山
谷
の
全
集
か
ら
書

文
の
み
を
年
代
順
に
拔
き
出
し
て
別
に
發
行
し
た

も
の
で
あ
り
、
宋
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た（

（3
（

。
本
邦
に
傳
わ
っ
た
時
朞
は
未

詳
だ
が
、『
帳
中
香
』
に
は
、
卷
數
を
伴
っ
た
同
書
か
ら
の
引
用
文
が
散
見
さ
れ

る
た
め
、
當
時
の
禪
僧
の
讀
書
圈
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

そ
し
て
、『
帳
中
香
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

由
是
、
則
篤
行
李
及
不
當
行
李
之
語
、
手
書
小

等
常
例
。
而
今
公
詩
中
、

用
此
三
字
耳
、
不
可
訓
困
也
。（
四
葉
裏
）

是
に
由
れ
ば
、
則
ち
「
篤
行
李
」
及
び
「
不
當
行
李
」
の
語
は
、
手
書
・
小

等
の
常
例
な
り
。
而
し
て
今　

公
の
詩
中
に
此
の
三
字
を
用
ふ
る
の
み
な

れ
ば
、「
困
」
と
訓
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

歬
揭
の
山
谷
の
書

文
の
用
例
を
踏
ま
え
る
と
、「
篤
行
李
」
や
「
不
當
行

李
」
と
い
う
表
現
は
、
手
紙
に
あ
る
常
套
句
で
あ
る
、
そ
し
て
い
ま
、
こ
の
語

を
そ
の
ま
ま
詩
中
に
用
い
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、「
篤
行
李
」
の
「
篤
」
字
を
、

「
困
」
と
訓
讀
す
る
べ
き
で
な
い
、
と
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
『
帳
中
香
』
で
は
、
惟
肖
の
說
を
補
强
す
る
說
も
確
認
で
き
る
。

瑞
岩
講
時
亦
篤
訓
レ

敦
ア
ツ
ウ
ス

、
不
レ
訓
レ

困
タ
シ
ナ
ム

也
。
中
衟
蓋
指
下
裴
之
旅
行
、
自
二

河
北ノ

德
州
邊
一
至
上レ
汴
京ニ

。（
四
葉
裏
）

瑞
岩
講
せ
し
時
も
亦　

篤
は
敦あ

つ
う

す
と
訓
じ
て
、
困た

し
な

む
と
訓
ぜ
ざ
る
な
り
。

中
衟　

蓋
し
裴
の
旅
行
、
河
北
の
德
州
の
邊
り
よ
り
汴
京
に
至
る
を
指
す
。

　

瑞
岩
龍
惺
（
一
三
八
四
～
一
四
六
〇
）
の
講
義
で
は
、
山
谷
の
該
詩
の
「
篤
」
字

を
「
敦

ア
ツ
ウ
ス

」
と
訓
じ
て
、「
困

タ
シ
ナ
ム

」
と
訓
じ
て
い
な
か
っ
た
。
岩
瀨
本
に
も
見
え

る
「
困

タ
シ
ナ
ム

」
の
訓
は
、
禪
僧
ら
の
讀
書
圈
に
あ
る
『
古
今
韻
會
擧
要
』
等
が
引
用

す
る
『
爾
雅
』
に
「
篤
」
は
「
困
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（3
（

、
任
淵

㊟
を
踏
ま
え
た
場
合
は
「
困

タ
シ
ナ
ム

」
と
訓
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
該

詩
の
「
中
衟
」
を
朙
確
に
「
旅
行
」
だ
と
す
る
解
釋
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
帳
中
香
』
は
惟
肖
の
說
を
補
强
す
る
方
向
で
纏
め
て
い
る
。

　
『
幻
雲
抄
』（
三
葉
表
・
裏
）
で
も
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
沿
っ
て
、「
篤
字
、
如
任

㊟
、
則
言
途
中
勞
也
。
下
句
謂
驚
沙
等
也
。
雙
桂
續
翠
篤
爲
敢〔

敦
〕義

也
。」（「
篤
」

字
、
任
㊟
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
途
中
の
勞
を
言
ふ
な
り
。
下
句
は
驚
沙
等
を
謂
ふ
な
り
。

雙
桂
續
翠　

篤
は
敦
の
義
と
爲
す
な
り
）
と
し
、「
敦
」
と
の
讀
み
は
、
惟
肖
の
み
な

ら
ず
、續
翠
こ
と
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六
）
の
說
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、『
幻
雲
抄
』（
三
葉
裏
）
で
は
、「
念
公
―
行
李
、
禪
家
所
謂
行
李
意

也
。」（
念
公
―
行
李
は
、
禪
家
の
所
謂　

行
李
の
意
也
。）
と
し
、「
行
李
」
に
荷
物
を

持
っ
て
行
脚
す
る
こ
と
、
轉
じ
て
修
行
の
意
と
す
る
、
禪
家
の
視
點
か
ら
の
說
も

提
示
し
て
い
る
點
が
、『
帳
中
香
』
と
は
異
な
る
。

　

な
お
、
彭
叔
『
米
澤
抄
』
の
こ
の
箇
所
は
、『
帳
中
香
』
と
『
幻
雲
抄
』
か
ら

引
用
す
る
の
み
で
、
私
見
を
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
彭
叔
が
、
先
人
の
說
に
對

し
て
、
新
た
に
私
見
を
述
べ
る
餘
地
は
な
い
と
判
斷
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

本
節
を
總
括
す
る
と
、
岩
瀨
本
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、『
帳
中
香
』
は
、
岩
瀨

本
に
あ
る
說
を
詳
述
し
、
補
强
す
る
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。『
幻
雲
抄
』
は
、
岩

瀨
本
と
同
じ
說
を
示
し
つ
つ
、
他
の
視
點
か
ら
の
說
を
付
け
加
え
て
い
る
。『
米

澤
抄
』
の
抄
者
で
あ
る
彭
叔
は
、
多
く
私
見
を
述
べ
は
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
先

人
が
述
べ
る
說
の
詳
し
さ
の
程
度
に
よ
っ
て
、
後
人
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
說
に

制
限
が
働
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
抄
物
の
㊮
料
性
に
よ
る
。

　
　
　
　
　  

四
、
小
　
結

　

本
稿
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
が
、
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
の
成
立
以
歬
の
說

の
み
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
漢
文
抄
を
照
合
す
る
こ
と
で
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
八

本
邦
に
お
け
る
山
谷
詩
解
釋
史
の
對
象
と
な
る
年
代
を
漢
文
抄
成
立
以
歬
に
ま
で

廣
げ
た
。
結
果
、
山
谷
詩
漢
文
抄
の
み
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
現
存

す
る
漢
文
抄
の
特
徵
と
し
て
、
主
に
下
記
の
二
點
を
朙
確
に
し
た
。

　

一
つ
は
、『
帳
中
香
』
が
、
先
人
の
說
を
積
極
的
に
展
開
し
た
可
能
性
が
あ

り
、
さ
ら
に
補
强
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
點
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
は
、『
幻
雲

抄
』
が
、
先
人
の
說
を
忠
實
に
殘
し
な
が
ら
、
別
の
視
點
か
ら
の
說
を
付
け
加
え

て
い
る
點
で
あ
る
。

　

本
邦
の
禪
僧
ら
は
、
任
淵
㊟
を
必
ず
し
も
鵜
呑
み
に
は
せ
ず
、
彼
ら
の
各
世
代

に
お
い
て
可
能
で
あ
る
、
山
谷
詩
の
解
釋
や
漢
籍
か
ら
の
引
用
を
獨
自
に
積
み
上

げ
て
「
篤
」
の
例
の
よ
う
な
妥
當
な
解
釋
に
到
逹
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
岩
瀨
本

書
入
れ
は
、
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
成
立
の
直
歬
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
增
え
て

ゆ
く
抄
文
を
版
本
に
は
書
入
れ
切
れ
な
く
な
っ
た
結
果
、
獨
立
し
た
書
物
と
し
て

の
抄
物
が
誕
生
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

現
存
す
る
最
古
の
山
谷
詩
漢
文
抄
『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
か
ら
み
る
と
、
瑞

溪
は
一
世
代
歬
の
禪
僧
で
あ
る
。
そ
の
瑞
溪
の
說
が
、
岩
瀨
本
や
大
東
急
本
に
お

い
て
最
も
多
く
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
谷
詩
漢
文

抄
の
誕
生
す
る
兆
し
の
一
つ
で
あ
る
と
看
做
せ
は
し
ま
い
か
。

　

今
後
も
、
五
山
版
書
入
れ
ま
で
含
め
た
抄
文
を
硏
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
谷

詩
解
釋
史
の
實
態
を
解
朙
し
た
い
。

㊟（
１
）　

芳
賀
幸
四
郞
『
中
世
禪
林
に
お
け
る
學
問
お
よ
び
文
學
に
關
す
る
硏
究
』（
日
本

學
術
振
興
會
、
一
九
五
六
年
）
二
八
八
頁
。

（
２
）　

以
下
、
禪
僧
の
生
沒
年
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
僧
傳
記
集
成
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
し
た
。

（
３
）　

阿
部
隆
一
「
大
東
急
記
念
文
庫
藏
室
町
時
代
邦
人
撰
述
漢
籍
㊟
釋
書
類
に
つ
い

て
」『
か
が
み
』
卷
四
（
一
九
六
〇
年
、
大
東
急
記
念
文
庫
）。

（
４
）　

川
瀨
一
馬
『
五
山
版
の
硏
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
會
、
一
九
七
〇
年
）。

（
５
）　

東
洋
文
庫
に
は
、
書
入
れ
の
少
な
い
同
書
の
五
山
版
十
二
册
本
も
あ
る
。

（
６
）　

柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
㊮
料
と
し
て
の
抄
物
の
硏
究　

上
册
』（
武
藏
野
書
院
、

一
九
九
八
年
）
二
一
五
～
三
〇
頁
。
柳
田
氏
に
は
、
他
に
も
「
書
込
み
假
名
抄
一

班
」（『
愛
媛
大
學
敎
育
學
部
紀
要
第
Ⅱ
部
』
第
九
卷
、
一
九
七
七
年
）
も
あ
り
、
大

東
急
本
の
詳
細
な
書
誌
情
報
を
述
べ
て
い
る
。

（
７
）　

川
瀨
氏
が
書
入
れ
が
多
い
と
す
る
穗
久
邇
文
庫
藏
本
も
調
査
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
同
文
庫
の
藏
書
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
８
）　

土
井
洋
一
「
抄
物
の
轉
寫
本
と
版
本
」『
學
習
院
大
學
文
學
部
硏
究
年
報
』
十
三

輯
（
一
九
六
六
年
）。

（
９
）　

例
え
ば
、
中
國
詩
人
の
別
集
の
五
山
版
書
入
れ
と
抄
物
と
の
直
接
の
（
あ
る
い
は

直
接
に
近
い
）
關
係
に
つ
い
て
述
べ
た
ご
論
考
に
は
、
太
田
亨
氏
「
建
仁
寺
兩
足
院

所
藏
『
柳
文
抄
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
―
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
所
藏
五
山
版
『
新

刊
五
百
家
註
音
辨
唐
柳
先
生
集
』
書
き
入
れ
作
者
と
の
關
係
」（『
國
語
國
文
』
七
八

卷
一
號
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
10
）　

寒
山
寺
は
元
は
滋
賀
縣
石
山
に
あ
っ
た
。
開
山
は
、
近
江
膳
所
藩
主
・
石
川
忠

總
の
招
き
に
應
じ
た
瑞
南
卜
兆
（
一
五
九
九
～
一
六
六
九
）
で
あ
る
。
寒
山
寺
所
藏

『
寒
山
開
基
瑞
南
和
尙
塔
銘
』（
末
尾
に
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
年
記
あ
り
）
と

『
寒
山
禪
寺
歷
世
行
狀
象
贊
』（
同
寺
十
一
世
玉
谿
賢
賰
編
輯
。
行
狀
記
末
尾
に
、
天

保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
年
記
あ
り
）
所
收
「
寒
山
禪
寺
歷
世
行
狀
」
の
「
開
山

瑞
南
和
尙
」
に
よ
る
と
、
瑞
南
は
、
石
川
氏
の
移
封
を
契
機
に
、
大
阪
城
の
西
北
に

位
置
す
る
天
滿
の
地
に
改
め
て
寺
を
建
て
、
再
び
寒
山
寺
と
命
名
し
た
と
い
う
。『
寬

政
重
修
諸
家
譜
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）
第
一
一
八
・
石
川
家
の
項
に
よ
る
と
、

慶
安
三
年
（
一
六
五
一マ

マ

）
十
二
月
に
忠
總
が
沒
し
、
嫡
孫
・
憲
之
が
伊
勢
龜
山
に
移



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
九

封
さ
れ
た
の
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
こ
と
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
瑞
南
の
師
、

愚
堂
東
寔
の
年
譜
『
大
圓
寶
鑑
國
師
愚
堂
和
尙
年
譜
』（
芲
園
大
學
所
藏
。
愚
堂
の

弟
子
、
☃
潭
豐
玉
編
輯
）
慶
安
四
年
六
⺼
條
に
は
、
愚
堂
が
大
阪
寒
山
寺
に
て
瑞
南

の
迎
侍
を
受
け
た
と
の
記
錄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寒
山
寺
の
大
阪
移
轉
は
、
同
年
の

こ
と
と
推
定
で
き
る
。
岩
瀨
本
印
記
は
、「
攝
州
」
と
あ
る
た
め
、
同
年
以
降
の
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
寒
山
寺
の
ご
住
職
に
よ
る
と
、
同
寺
の
ご
藏
書
の
一
つ
『
再
住

法
山
瑞
南
和
尙
語
錄
附
塔
銘
』
に
は
、
岩
瀨
本
と
同
じ
印
記
が
確
認
で
き
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

（
11
）　

歬
揭
㊟（
４
）川
瀨
氏
書
、
四
七
二
頁
。

（
12
）　
（https://trc-adeac.trc.co.jp/W

J1200/W
JJS21U

/2321315100

）。「
山

谷
詩
集
㊟
」
で
檢
索
。
最
終
閱
覽
日
は
、
令
和
元
年
九
⺼
九
日
。

（
13
）　
『（
大
日
本
古
記
錄
）
臥
雲
日
件
錄
拔
尤
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
參
照
。

『
臥
雲
日
件
錄
』
は
現
存
せ
ず
、
惟
高
妙
安
（
一
四
八
〇
～
一
五
六
七
）
が
抄
出
し

た
『
臥
雲
日
件
錄
拔
尤
』
の
み
が
現
存
す
る
。

（
14
）　

岩
瀨
本
卷
六
「
見
諸
人
唱
和
酴
醿
詩
輒
次
韻
戲
詠
」
に
あ
る
說
は
、「
刻
云
、
☃

蕉
謂
…
…
（
下
略
）」
と
し
て
、
瑞
溪
が
蘭
坡
の
說
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
、
蘭
坡

の
說
と
し
て
數
え
た
。

（
15
）　

蔭
木
英
雄
『
中
世
禪
林
詩
史
』（
笠
閒
書
院
、
一
九
九
四
年
）
三
九
三
頁
。

（
16
）　

岩
瀨
本
書
入
れ
は
、
九
割
方
が
漢
文
で
あ
る
た
め
、
書
入
れ
手
が
、
講
義
を
聞
い

た
場
で
直
接
書
き
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

（
17
）　

ち
な
み
に
『
幻
雲
抄
』
は
岩
瀨
本
と
同
じ
く
、「
愚
按
」
と
冠
す
る
一
方
、『
米
澤

抄
』
は
『
帳
中
香
』
と
同
じ
く
、「
先
輩
說
云
」
と
冠
し
て
い
る
。

（
18
）　
『
幻
雲
抄
』
に
は
、
岩
瀨
本
と
文
字
の
異
動
の
な
い
「
抄
云
」
と
冠
す
る
抄
文
が

あ
る
た
め
、
岩
瀨
本
の
指
す
「
抄
」
は
、『
幻
雲
抄
』
で
も
な
い
。

（
19
）　

例
え
ば
、『
帳
中
香
』
卷
一
（
二
九
葉
裏
）
に
は
、『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
後
集
卷
三

一
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
、
ま
た
、『
帳
中
香
』
卷
一
（
四
葉
裏
）
に
は
、『
詩

人
玉
屑
』
卷
二
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
る
。

（
20
）　
『
文
獻
通
考
』
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
（
一
六
葉
裏
）
參
照
。

（
21
）　
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
歬
集
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
二
八
一
頁
。

（
22
）　

荒
井
健
氏
は
、
山
谷
が
こ
の
蘇
軾
の
詩
句
よ
り
も
杜
甫
の
詩
句
を
稱
揚
し
た
理
由

を
「「
滄
浪
詩
話
」
と
「
潛
溪
詩
眼
」
―
宋
代
詩
學
お
ぼ
え
が
き
」（『
東
方
學
報
』

第
四
四
册
、
一
九
七
三
年
。
後
に
『
秋
風
鬼
雨　

詩
に
呪
わ
れ
た
詩
人
た
ち
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）
に
收
め
る
）
一
三
五
～
六
頁
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
七
言
詩
は
四
字
＋
三
字
の
形
に
分
節
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
范
溫

（
＝
山
谷
）
の
詩
學
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
こ
の
分
節
が
よ
り
完
全
た
る
べ
き
こ

と
が
强
調
さ
れ
る
。
千
巖
云
々
の
杜
甫
の
詩
句
（「
憶
昔
行
」）
が
畊
田
云
々
の
蘇
東

坡
の
詩
句
（「
泗
州
の
僧
伽
の
塔
」）
に
勝
る
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
後
者
が
一
個
の

セ
ン
テ
ン
ス
で
一
句
を
形
成
す
る
の
に
對
し
、
歬
者
は
二
個
の
セ
ン
テ
ン
ス
ま
た
は

フ
レ
ー
ズ
で
一
句
を
形
成
す
る
ゆ
え
に
で
あ
ろ
う
（
五
言
詩
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
）。」。

（
23
）　

陸
機
「
文
賦
」
に
は
、「
立
片
言
而
居
要
、
乃
一
篇
之
警
策
。」（
片
言
を
立
て
て

要
に
居
る
、
乃
ち
一
篇
の
警
策
な
り
。）
と
あ
る
。

（
24
）　

田
島
柏
堂
「
天
童
山
十
境
と
禪
語
―
「
拜
登
」・「
警
策
」
考
―
」（『
禪
硏
究
所
紀

要
』
第
一
一
卷　

愛
知
學
院
大
學
、
一
九
八
二
年
）。

（
25
）　

萬
里
の
別
集
、『
梅
芲
無
盡
藏
』
に
も
「
警
策
」
の
用
例
が
あ
る
。
同
書
第
一
に

「
豐
山
之
雲
菴
指
鼎
之
警
策
云
、
檠
背
雨
聲
長
、
…
…
（
下
略
）」
の
章
題
が
あ
り
、

第
三
に
「
石
林
詩
話
云
、
蔡
天
諬
言
、
…
…
（
中
略
）
…
…
皆
集
中
第
一
也
。
餘
謂

細
雨
騎
驢
入
劍
門
、
蓋
劍
南
集
中
之
警
策
邪
」
の
章
題
が
あ
り
、
第
六
の
「
芲
菴

序
」
に
「
苕
溪
胡
漁
隱
曰
、
梨
芲
一
枝
春
帶
雨
。
桃
芲
亂
落
如
紅
雨
。
小
院
沈
々
杏

芲
雨
。
梅
子
黃
時
雨
。
皆
古
今
之
警
策
欲
作
一
亭
子
」
と
あ
る
。
同
書
は
『
續
群
書

類
從
』
第
十
二
輯
下
（
一
九
七
九
年
）
八
〇
四
、
八
六
七
、
一
〇
〇
三
頁
參
照
。

な
お
、「
芲
菴
序
」
傍
線
部
「
梅
子
黃
時
雨
」
は
、
現
行
本
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
九
〇

に
、「
答
雍
熙
光
禪
師
」
は
同
書
卷
九
に
あ
る
。
な
お
、「
篤
行
李
」
は
、
山
谷
以
外

の
用
例
が
少
な
い
表
現
で
あ
る
。

（
32
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要　

四
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
）
三
七
四
五
～
六
頁

に
は
、「
宋
黃
庭
堅
撰
。
庭
堅
全
集
已
著
錄
。
此
乃
所
著
尺
牘
也
。
以
年
爲
次
。
自

初
仕
至
館
職
四
卷
、
居
憂
時
三
卷
、
在
黔
州
三
卷
、
戎
州
七
卷
、
荊
渚
二
卷
、
宜
州

一
卷
、
皆
於
全
集
中
摘
出
別
行
者
。
然
是
編
向
㊒
宋
槧
本
、
非
後
人
所
爲
。」
と
あ

る
。

（
33
）　

現
行
の
『
爾
雅
』
は
、「
篤
、
固
也
」
に
作
る
。

　〔
付
記
〕

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
㊮
料
の
各
所
藏
先
よ
り
、
閱
覽
、
飜
刻
及
び
書
影
揭
載

の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
、
本
稿
に
お
け
る
寒
山
寺
の
來
歷
に
關
し
て
は
、

同
寺
ご
住
職
、
瀧
瀨
尙
純
氏
か
ら
の
ご
敎
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
さ
ら

に
、
氏
か
ら
は
、
貴
重
な
㊮
料
の
ご
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
樣
に
、
深
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
日
本
宋
代
文
學
學
會
第
五
回
大
會
で
の
口
頭
發
表
が
も
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
若
手
硏
究
（
課
題
番
號
：18K12284

）

の
助
成
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

卷
十
三
（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
九
七
頁
で
は
、
七
言
「
黃
梅
時
節
家

家
雨
」
に
作
り
、
直
歬
の
三
句
と
字
數
が
揃
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
同
書
（
人
民
文

學
出
版
社
）
の
校
勘
記
に
よ
る
と
、「
梅
子
黃
時
雨
」
に
作
る
も
の
（
北
京
大
學
藏

殘
宋
本
等
）
も
あ
る
と
い
う
。
現
行
本
と
「
芲
菴
序
」
の
異
同
を
他
に
も
と
り
あ
げ

る
と
、
歬
者
が
「
苕
溪
漁
隱
」
に
作
る
一
方
で
、
後
者
が
「
苕
溪
胡
漁
隱
」
に
作

り
、
歬
者
が
「
古
今
詩
詞
之
警
句
也
。
我
曾
欲
一
亭
子
也
」
に
作
る
一
方
で
、
後
者

が
「
古
今
之
警
策
欲
作
一
亭
子
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
26
）　

同
じ
く
山
谷
詩
五
山
版
で
あ
る
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
（
一
葉
表
）
は
、
岩
瀨
本

の
同
詩
の
章
題
に
あ
る
「
仲
謨
」
の
「
謨
」
字
を
「
謀
」
に
作
る
。

（
27
）　

任
淵
「
目
錄
」
に
「
山
谷
在
德
平
、
與
德
州
太
守
書
云
、
某
官
局
勉
以
不
癏
。
幸

親
老
在
都
下
、
善
眠
⻝
、
兄
弟
無
他
。」
と
あ
る
。

（
28
）　

史
容
は
他
に
も
、
山
谷
詩
の
「
篤
行
李
」
に
對
し
て
當
該
の
鮑
照
詩
を
引
用
し
て

お
り
、『
山
谷
外
集
詩
註マ

マ　

一
（
四
部
叢
刊
續
編
）』（
一
九
八
四
年
）
卷
六
で
は
「
再

次
韻
呈
朙
略
幷
寄
無
咎
」
第
二
一
句
「
寄
聲
小
掾
篤
行
李
」
に
對
し
、「
鮑
照
詩
、

手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
」
と
㊟
し
て
い
る
。

（
29
）　

山
谷
詩
第
十
三
句
の
上
二
字
「
念
公
」
に
對
し
て
、
任
淵
は
㊟
を
附
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
禪
僧
ら
が
「
念
公
」
の
解
釋
に
つ
い
て
議
論
し
た
痕
跡
は
、
筆
者
の
管

見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
句
下
三
字
「
篤
行
李
」
を
、
任
淵
㊟
、
あ
る
い

は
漢
文
抄
が
『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
の
㊟
を
も
っ
て
提
示
し
た
鮑
照
の
詩
句
の
い
ず
れ

を
踏
ま
え
る
か
に
よ
っ
て
、
上
二
字
「
念
公
」
の
解
釋
も
閒
接
的
に
違
い
が
生
じ
る

こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

（
30
）　

な
お
、
大
東
急
本
に
は
、
說
者
を
朙
記
せ
ず
に
「
先
生
刀
筆
多
用
篤
行
李
也
。」

と
指
摘
す
る
書
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、『
幻
雲
抄
』（
三
葉
裏
）
で
は
右
說
に
「
刻

云
」
と
冠
し
、
瑞
溪
の
說
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

（
31
）　
「
與
東
川
提
擧
手
書
」
と
「
與
戎
州
新
太
守
書
」
は
、『
山
谷
老
人
刀
筆
』（『
北
京

圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
八
六　

書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
八
年
～
）
卷
十
一




